
2026 年度 名古屋真宗学院入学案内 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真宗本廟にて（前期一泊研修） 

 『教行信証』 

 

 

  
名古屋真宗学院 

〒460-0016 愛知県名古屋市中区橘二丁目 8 番 55 号 

TEL 052-331-2468   FAX 052-321-5845 

竊かに以みれば、 

難思の弘誓は難度海を度する大船、 

無碍の光明は無明の闇を破する恵日なり。



                      

学院長 安 田  雅  

（名古屋教務所長） 
 

名古屋真宗学院は、親鸞聖人が仏教の至極として開顕された浄土真宗の教えに基づき、

地方教化の振興をはかり、大谷派宗門の教師たるにふさわしい人材の養成を目的として開

院しています。 

 真宗大谷派の教師になるということは、親鸞聖人の立教開宗の精神と、宗門存立の本義

を現代社会に闡明する使命を果たすために、自らの生涯を捧げる者になるということであ

ります。 

 本学院は、充実した講師陣により各教科それぞれ熱心に学習・指導にあたっており、こ

こで所定の課程を履修し、かつ教師修練を受けることによって、大谷派の教師資格が取得

できます。また、すでに教師資格を取得されている方が、あらためて希望される場合には

聴講制度もあります。 

 特に、本学院の授業時間は就職・就学をしながら受講できるよう夜間に設定しています

ので、皆さまの入学をお待ちしています。 

 

 

名古屋教区では、宗門にとって、教学振興のための諸施策が、すでに江戸期より盛んに

おこなわれてきた。なかでも、青木楽聞翁による閲蔵長屋設立[１８２７（文政１０）年]

に端を発した尾張教校は尾張学園をはじめとする数多くの宗門関係の教育機関のさきがけ

となった。さらに、住田智見師、稲葉円成師などによる教学教化の研究センター（尾張国

真宗教学研究会 本山辞令）が設立せられ、自信教人信の信条をモットーとした、いわゆ

る尾張教学の振興が推進せられるに及んだ。これと併行して、その信条を発揮するための

実践具現の道場として、大正末期から昭和の初期にかけて、名古屋別院境内地にあった旧

制尾張中学（現名古屋大谷高校）や真宗専門学校（現同朋大学）の校舎を利用し、夏期休

暇中約１か月間、真宗教学の宣揚と地域社会に貢献しうる有為な教師養成を目的とした

「真宗夏期学校」が開設せられるに至った。 

開設当初は学場長浅井徳城師、玉井康制師を中心に諸師先学が集い、宗・余剰を担当す

る５学級（終業年限５ヶ年）を編成し、就学生は２００名を越えるほどの盛況ぶりであっ

た。その後第２次大戦中は、余儀なく学場閉鎖となったが、戦後間もなく再開された。 

１９５０（昭和２５）年頃、条例のもとに、３年制度による指定学校「名古屋真宗学

院」（教区設立）として、宗派公認による教師養成機関となり、まもなく社会の要請に応

えつつ、夜間開設のシステムに切りかえられた。 

１９８１（昭和５６）年度から、主要教区内に設置されている真宗学院関係者からの強

い要請により、既設学院の自主性が認められ、それぞれの学院内において、真宗学院の修

了者には大谷派教師無試験検定資格が与えられるようになり、重要な責務が課せられるよ

うになった。 

現在、当名古屋真宗学院は、学院生に対して教区内の気鋭の指導教官を組織し、現代社

会の多様な諸問題に応えるべく、教師養成機関としてその実を発揮し、合わせて教学教化

の充実のため努力を傾注している。  

真 宗 学 院 

学院の歩み 



 

 

 

 

 

      2026 年度 2027 年度 2028 年度 

曜日 前  期 後  期 前  期 後  期 前  期 後  期 

月 

真宗教義Ⅰ（12） 真宗教義Ⅰ

（9） 

三経Ⅱ（12） 真宗教義Ⅶ

（9） 

真宗教義Ⅲ（12） 人権教育Ⅳ

（9） 真宗教義Ⅳ（9） 真宗教義Ⅴ（9） 三経Ⅰ－1（9） 

火 
教化学Ⅲ（9） 三経Ⅰ－2 

（9） 

真宗教義Ⅱ（12） 
教化学Ⅰ（9） 

教化学Ⅴ (12） 真宗史Ⅱ 

（9） 真宗教義Ⅵ（12） 七祖Ⅰ（9） 仏教文化Ⅱ（9） 

水 
諸宗概説Ⅰ（12） 諸宗概説Ⅰ

（9） 

ｲﾝﾄﾞ仏教概要Ⅰ（12） 
教化学Ⅳ（9） 

諸宗概説Ⅱ（9） ｲﾝﾄﾞ仏教概要Ⅱ

（9） 仏教文化Ⅰ（9） 教化学Ⅱ（9） 七祖Ⅱ（12） 

木 

ｲﾝﾄﾞ仏教史（9） ｲﾝﾄﾞ仏教史

（9） 

中国仏教史（9） 中国仏教史

（9） 

日本仏教史（9） 日本仏教史

（9） 人権教育Ⅰ（12） 人権教育Ⅱ（12） 宗教法規（12） 

金 
声明Ⅰ（12） 

声明Ⅰ（9） 
声明Ⅱ（12） 声明Ⅱ 

（9） 

声明Ⅲ（12） 声明Ⅲ 

（9） 真宗史Ⅰ（9） 人権教育Ⅲ（9） 三経Ⅲ（9） 

 

＊前 期 ７週間３５日・後 期 ３週間１５日 

＊“（ ）”内の数字は授業時間数 
 

 

 

３月 入学試験 

４月  

５月 入学式・始業式 

前期授業（３５日間） ６月 

７月 前期一泊研修会（１泊２日） 

前期教師修練（２年生） 

後期一泊研修会（１泊２日） 

８月 

９月 

１０月 後期授業（１５日間） 

１１月  

１２月 卒業論文提出（３年生） 

１月 
卒業論文口頭試問（３年生） 

後期教師修練（３年生） ２月 

３月 
卒業式・教師補任式（３年生） 

修了式（１・２年生） 

授 業 科 目

年間予定 



  

 

 

目 的  親鸞聖人が開顕された浄土真宗の教えに基づき、仏祖崇敬の念をもっ

て教法を聞思し、儀式執行の行儀を修得して、本派の教師たるにふさ

わしい人材を養成することを目的とする。 

 

履 修 期 間  ３年間 

 

年間開院期間  入学式・特別講義 ５月７日（木） 

前期 ５月８日（金）～６月２５日（木）（７週３５日） 

後期 １０月５日（月）～１０月２６日（月）（３週１５日） 

＜授業時間＞１８時～２１時 土・日・祝日は休院日 

※ただし、７月４日（土）～５日（日）・９月２６日（土）～２７日（日）

に一泊研修会を実施予定 

 

受 験 資 格  高等学校卒業、または高等学校卒業と同等の学力を有すると認められ

た者 

 

出 願 期 間  ３月２日（月）～３月１３日（金） 

平日９時～１６時３０分 土・日・祝日を除く 

 

出 願 手 続  入学願書（所定用紙）・写真（入学願書添付用以外に１枚、４㎝×３㎝）・

最終学校卒業証明書又は在学証明書に受験料５千円を添えて事務局ま

で提出。 

 

入 学 試 験  ３月２４日（火） １６時 名古屋教務所にて 

筆記試験（国語・社会に関する問題）・面接（再面接も有） 

 

入 学 料 金  入学金５万円   

         授業料１２万円（１年次）・１４万円（２年次）・１４万円（３年次） 

研修費４万円／年 施設設備費３万円（教区外のみ）／年 

 

聴 講 生  入学金３万円  聴講料４万円   

 

備 考  ①未得度受式者は、在学１年次に必ず得度式を受けること 

②聴講生制度あり（基本的に名古屋真宗学院卒業生に限る） 

   ※聴講生は面接を行う 

 

連 絡 先  〒460-0016 愛知県名古屋市中区橘二丁目８番５５号 

真宗大谷派名古屋教務所内 名古屋真宗学院事務局 

TEL 052-331-2468  FAX 052-321-5845 

２０２６年度 名古屋真宗学院生募集要項 


